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わが国では少子超高齢化の進行、それに伴う患者像の複雑化に対応するため、地域包

括ケアシステムの推進が急がれています。人々の療養の場が、医療機関から地域のあらゆ

る場に広がる中、切れ目のないケアを提供し、安心で安全な生活を支えるため、看護職に

求められる役割や活躍の場がこれまで以上に拡大しています。将来を担う看護師が社会に

求められる二ーズに対応するため、臨床推論能力や看護実践能力を向上できるよう、これま

で以上に充実した看護師基礎教育の展開が求められます。

「看護基礎教育検討会報告書」(厚生労働省 2019)においては、教育内容の充実に伴

い、看護教員(以下、教員)の教育実践能力の向上や養成所の教員の負担軽減を図るこ

とが重要であるとされたところであり、将来看護師となる学生への教育の質担保には教員の

質向上と負担軽減は欠かせません。日本看護協会は、2018年「看護師養成所の教員の勤

務実態等に関する会員調査」(以下、会員調査)を実施し、養成所に勤務する教員の負担

が、教員の人材不足に関係している実態を明らかにしています。

つきましては、看護教員の確保と質の向上について、下記事項にご尽力を賜りますよう要

望いたします。

看護教員の確保と質の向上に向けた取組みに関する要望書
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看護師等養成所の看護教員の確保と配置の充実に向け、看護教員の確保に関す

る課題を整理した上で、実効性のある確保策を検討されたい。

0 看護師等養成所の看護教員の継続的な知識

育を推進する仕組みを構築されたい。

要望事項
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